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東郷信愛幼稚園
井上　 文（たくみ）さん

「３人で『いたいのいたいのとんでいけ』」

日の里東小学校
藤川萌々花（ももか）さん
「誰でもできる！ 思いやり」

吉武小学校
山下　眞歩（まほ）さん
「はやく よくなってね」

日の里中学校

谷口誠実子（まみこ）さん
「あなたはどう？」

会
長
賞
を
受
賞
し
、
舞
台
で

感
想
文
を
朗
読
す
る
竹
内
皓

紀
（
ひ
ろ
き
）
さ
ん

宗像高等学校
岡本由祈子（ゆきこ）さん

「思いやり」

　
毎
年
、
市
内
の
小
学
５
年

生
を
対
象
に
「
と
も
に
生
き

る
」
の
感
想
文
を
募
集
し
、

表
彰
と
展
示
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
「
と
も
に
生
き
る
」

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市

内
の
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

を
対
象
に
、「
思
い
や
り
・

や
さ
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に
し

純
粋
な
心
に
接
し
て

審
査
員
も
感
動
！

〜「
と
も
に
生
き
る
」

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
〜

見
る
人
の
心
を
揺
さ

ぶ
る
力
作
ぞ
ろ
い

〜
福
祉
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
〜

賞 小学校名 氏名

会長賞 自由ヶ丘南小 竹内　皓紀

金賞 河東西小 久原　瑞帆

金賞 赤間小 藤　　彩乃

銀賞 東郷小 小林　桃子

銀賞 南郷小 黒岩　祐斗

銀賞 河東西小 志手麟太郎

銅賞 大島小 宮本　大空

銅賞 赤間小 脇坂　貴大

銅賞 日の里西小 田畑　裕崇

銅賞 日の里西小 田畑　遥陽

部 賞 学校名など 氏名

幼児の部

金賞 東郷信愛幼稚園 井上　 文

銀賞 玄海風の子保育園 田中彩都貴

銀賞 野ばら保育園 大森　悠生

銀賞 日の里西保育園 松村　　環

銅賞 東郷信愛幼稚園 荒牧　真歩

銅賞 日の里西保育園 鍋島　杏莉

銅賞 玄海風の子保育園 吉田　幸平

銅賞 恵愛保育園 田坂　美夏

銅賞 野ばら保育園 上松　悠人

銅賞 恵愛保育園 上田　泰世

小学校
低学年の部

金賞 吉武小学校 山下　眞歩

銀賞 東郷小学校 松田　清香

小学校
高学年の部

金賞 日の里東小学校 藤川萌々花

銀賞 日の里東小学校 奥迫　優奈

銀賞 東郷小学校 村山　綸捺

銅賞 南郷小学校 中村　友紀

銅賞 日の里東小学校 金田　奈央

銅賞 河東西小学校 野中　彩華

中学生の部

金賞 日の里中学校 谷口誠実子

銀賞 河東中学校 比良松　萌

銀賞 日の里中学校 首藤　結華

銅賞 河東中学校 三仙　千尋

銅賞 城山中学校 赤星　莉絵

銅賞 大島中学校 遠藤　未侑

高校生の部

金賞 宗像高等学校 岡本由祈子

銀賞 東海大学付属第五高等学校 北里　寛美

銅賞 東海大学付属第五高等学校 相良　章史

銅賞 宗像高等学校 鳥井　菜野

｢ともに生きる」感想文　受賞者（表１）

福祉絵画コンクール　受賞者（表２）

は
、
毎
日
の
生
活
で
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
感
じ
て

い
る
人
や
、
そ
の
家
族
、
周

り
で
援
助
を
し
て
い
る
人
た

ち
の
実
話
を
基
に
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
が
作
成
し
た
本

で
す
。

　
感
想
文
の
募
集
は
、
相
手

の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
心
や
「
と
も
に
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
、
勇
気
と
思

た
絵
画
を
募
集
し
、
優
秀
作

品
の
表
彰
と
展
示
を
す
る
も

の
で
す
。
応
募
総
数
は
２
７

９
点
で
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
自
分

の
思
い
を
「
絵
」
に
描
く
こ

と
で
、
本
人
や
家
族
・
友
達

に
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
を

５
部
門
に
分
け
、
表
２
の
と

お
り
、
計
28
作
品
が
受
賞
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

幼児の部

小学校高学年の部

小学校低学年の部

高校生の部中学生の部

金賞

金賞

金賞

金賞金賞

　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
11
月
３
日
に
開
催

さ
れ
た
第
９
回
子
ど
も
ま
つ
り
で
、
福
祉

教
育
読
本
「
と
も
に
生
き
る
」
感
想
文
と

福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、
作
品

展
示
を
し
ま
し
た
。

福祉教育読本「ともに生きる」
　感想文と福祉絵画コンクール

福祉の心 輝く!!

い
や
り
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

目
的
で
す
。

　
審
査
員
も
感
動
す
る
ほ
ど

の
素
晴
ら
し
い
感
想
文
ば
か

り
の
中
で
、
表
１
の
10
作
品

が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

つながれ
ひろがれ
地域福祉！
シリーズ⑧

日
の
里
西
小
学
校
の
取
り
組
み

日
の
里
西
小
学
校
の
取
り
組
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
福
祉
教
育
を
推
進

し
、
小
学
校
な
ど
が
実
施

す
る
福
祉
体
験
学
習
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
教
育
で
は
、
体
験

学
習
や
障
が
い
の
あ
る
人

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
相

手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

る
こ
と
や
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
学
習
し
ま

す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　

今
回
は
、
日
の
里
西
小

学
校
で
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

　

日
の
里
西
小
学
校
の
５
年
生
は
、
３
年

生
の
こ
ろ
か
ら
福
祉
学
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、

３
年
生
の
時
は
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人

と
の
交
流
会
や
耳
栓
体
験
、
手
話
の
学
習

を
し
ま
し
た
。
４
年
生
の
時
は
視
覚
に
障

が
い
が
あ
る
人
と
の
交
流
会
や
ア
イ
マ
ス

ク
体
験
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
た
人
を
ガ
イ

ド
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
耳
や
目
の
不
自
由
な
人
の
生
活
や
気

持
ち
に
少
し
で
も
寄
り
添
い
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
や
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
き
ま
し

た
。

　

５
年
生
に
な
っ
た
今
年
は
、
車
い
す
体

験
や
車
い
す

を
利
用
し
て

い
る
人
の
話

を
聴
き
ま
し

た
。
車
い
す

に
乗
っ
て
段

差
や
砂
地

を
通
っ
て
み

る
と
、
思
う

よ
う
に
動
け

ず
「
車
い
す

で
生
活
す
る
の

は
大
変
だ
」
と

感
じ
た
よ
う
で

し
た
。
し
か
し
、

車
い
す
に
乗
っ

て
い
る
人
は「
わ

た
し
に
と
っ
て
、

車
い
す
は
行
き

た
い
と
こ
ろ
に

行
く
た
め
の
大
切
な
も
の
」「
不
便
な
時
も

あ
る
け
れ
ど
不
幸
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
話
を
聴
い
た
後
、

車
い
す
が
不
便
な
の
で
は
な
く
車
い
す
を

使
う
環
境
が
不
便
に
さ
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
再
び
車
い
す
体
験
を
し
て
、

普
段
何
気
な
く
通
っ
て
い
る
坂
道
が
車
い

す
だ
と
と
て
も
不
便
な
道
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
そ
の
よ
う
な
不
便
さ
を
少
し
で
も

減
ら
す
う
え
で
大
切
な
の
が
「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
」
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

体
の
不
自
由
な
人
や
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
と

声
を
か
け
る
こ
と
な
ど
、「
み
ん
な
」
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
に
な
る
た
め
に
自
分
は

何
が
で
き
る
か
を
こ
れ
か
ら
の
学
習
で
考

え
て
い
き
ま
す
。

５年１組担任の夏秋稔子教諭（右）
と同２組担任の木村郁代教諭

学校の周りの歩道を体験
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車
い
す
移
送
車
を
貸
し
出
し
ま
す
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史
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故
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敬
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宗
像
市
商
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女
性
部

�（
平
成
22
年
10
月
31
日
受
付
分
ま
で
）

1
福
祉
の
里
づ
く
り
事
業
の

推
進
強
化

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
宗

像
市
、
関
係
機
関
や
関
係
団

体
が
連
携
・
協
働
し
て
福
祉

の
里
づ
く
り
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
第
３
次
計
画
の
進
行

管
理
と
中
間
年
度
で
の
評
価

と
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

みんなで支えあう
あたたかい地域づくり
歳末たすけ合い募金が始まります

　今年も12月１日から「歳末たすけあい募金」が始まり
ました。
　すでにＮＨＫのテレビ放送で、募金協力の呼びかけ
が実施されています。
　この募金は、「新たな年を迎える時期に、支援を必要
とする人たちが地域で安心して暮らすことができるよう
に」との目的で、民生委員・児童委員の協力で実施し
ています。
　昨年、みなさんからいただいた募金は、低所得世帯
や地区福祉会、福祉団体、ボランティア団体、子育てサー
クル・サロンなどに配分し、有効に活用されました。
　年末の何かと出費の多い時期ですが、今年もみなさ
んの協力をお願いします。

市
民
と
共
に
創
造
す
る

活
動
方
針
①
　
住
民
主
体
・
住
民
参
画
に
よ
る

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
推
進

　

前
号
（
10
月
１
日
号
）
に
引
き
続
き
、
第
３
次

計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
前
号
で

紹
介
し
た
６
項
目
あ
る
第
３
次
計
画
活
動
方
針
の

中
か
ら
「
①
住
民
主
体
・
住
民
参
画
に
よ
る
社
会

福
祉
協
議
会
活
動
の
推
進
」
に
基
づ
く
活
動
方
針

を
紹
介
し
ま
す
。

福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン

2
市
社
会
福
祉
協
議
会
経
営

へ
の
住
民
参
画
の
推
進

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
各

種
計
画
の
策
定
時
に
、
目
的

や
内
容
に
応
じ
て
、
福
祉
分

野
以
外
の
専
門
家
へ
の
委
嘱

や
市
民
公
募
な
ど
に
よ
る
住

民
参
画
を
実
施
。
ま
た
、「
市

民
公
募
に
よ
る
評
議
員
の
設

置
に
関
す
る
規
程
」
に
よ
る

評
議
員
の
委
嘱
を
行
い
ま
す
。

3
地
区
別
地
域
福
祉
活
動
計

画
策
定
の
推
進
と
支
援

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

住
民
主
体
・
住
民
参
画
に
よ

る
地
域
福
祉
の
充
実
・
推
進

や
、
地
域
特
性
に
基
づ
い
た

地
域
福
祉
活
動
を
福
祉
会
な

ど
が
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
に
、
地
区
別
福
祉
活
動
計

画
の
策
定
支
援
を
し
ま
す
。

4
住
民
へ
の
市
社
会
福
祉
協

議
会
広
報
活
動
の
充
実
強

化
　
積
極
的
に
社
会
福
祉
協
議

会
活
動
を
住
民
に
周
知
を

し
、
理
解
促
進
を
図
っ
て
、

住
民
主
体
・
住
民
参
画
に
よ

る
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
役
職
員
に

よ
る
広
報
活
動
調
査
委
員
会

（
仮
称
）
の
設
置
や
新
た
な

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
報
活
動

を
検
討
し
ま
す
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

随
時
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
移
送

サ
ー
ビ
ス
を
、
平
成

22
年
12
月
末
で
終
了

し
ま
す
。
関
係
法
令

の
改
正
な
ど
で
、
継

続
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
で
す
。

　
長
い
間
ご
利
用
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
平
成
23
年
１
月
か
ら
は
、

移
送
車
の
み
を
貸
し
出
し
ま

す
。

　
利
用
対
象
者
は
、
市
内
在

住
で
、
歩
行
が
困
難
な
た
め

外
出
の
時
に
車
い
す
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
人
で
す
。

　
利
用
時
は
、
事
前
登
録
が

必
要
で
す
。

　
貸
し
出
し
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
や
申
し
込
み
は
、
同

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

日
曜
日
、第
１
土
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
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０
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習
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セ
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５
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４
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障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
職
場
を
体
験

す
る
こ
と
や
、
自
分
に
合
っ

た
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
で

就
労
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
職
場
体
験
の
実
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
経
験
が
な
く
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
知
り
た
い

人
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を

探
し
て
み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間
　
平
成
23
年
1
月
以

降
随
時
開
始

＊
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
あ
り

●
内
容
　
市
内
に
あ
る
事
業

所
で
の
清
掃
作
業
、
商
品

管
理
、
販
売
補
助
、
事
務

作
業
な
ど

①
体
験
コ
ー
ス

　
3
日
間
の
職

場
体
験
実
習

②
実
習
コ
ー
ス

　
7
日
間
の
職

場
体
験
実
習

＊
両
コ
ー
ス
と

も
必
要
に
応

じ
て
支
援
員

に
よ
る
補
助

あ
り

●
対
象
　
障
が

い
の
あ
る
人

　
①
15
人

　
②
10
人

●
参
加
費

　
①
５
０
０
円

　
②
１
０
０
０
円

＊
別
途
保
険
料
が
必
要

■
申
込
方
法
　
12
月
15
日

（
水
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い商品運搬・陳列作業の様子

　
10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
。

今
年
は
、
い
つ
も
と
違
っ
た

光
景
が
大
島
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
大

島
中
学
校
の
生
徒
「
大
中
健

児
」
が
街
頭
に
立
ち
、
募
金

活
動
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
、
大
島
は
「
み
あ

れ
祭
」
の
た
め
早
朝
か
ら
大

勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
島
を
訪
れ
た
人

た
ち
に
、
元
気
な
声
で
朝
の

あ
い
さ
つ
を
し
た
中

学
生
た
ち
。
募
金
箱

に
は
真
心
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち

の
笑
顔
に
引
き
込
ま

れ
て
募
金
の
協
力
を

し
て
く
れ
た
人
が
、

後
日
感
謝
の
気
持
ち

を
ペ
ン
に
込
め
て
う

れ
し
い
お
便
り
を
届

大島で中学生が街頭募金の呼びかけ

赤
い
羽
根
の
呼
び
か
け
!!

　

次
回
（
２
月
１
日
号
予
定
）
は
、
今

回
に
引
き
続
き
、
第
３
次
計
画
活
動
方

針
の
中
か
ら
「
②
住
民
自
治
活
動
と
し

て
の
地
域
福
祉
の
推
進
」
以
降
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
次
計
画
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
照
く
だ
さ
い
。

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
さ
し
く
今
年
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
ハ
ー
ト
が
つ

な
ぐ
地
域
の
輪
」
に
ふ
さ
わ

し
い
感
動
的
な
出
来
事
で
し

た
。

大
島
中
の
生
徒
、


